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今冬の豪雪
．．．．、」，聯驚…響繕糠1羅葦毒毒綴毒難

　　　　　　翼響雛に寄せられた声

が　つと　的四地二現たき五降
うそこき・な丸｛で月在い日日り・日
1罰毛菌窪あ辛雲育孕奄森盗轡窪本

ツ料わのに　さ市日にゴなで九六凍

鰹ll臓鰹稟灘胃庫
　　ワ　　　　　　た先道足月一　験に　

市
道
の
除
雪
は
、
こ
れ
か
ら
行
う

春
の
雪
割
路
線
を
あ
わ
せ
る
と
二
百

七
十
七
・
五
三
♂
慧
と
な
り
ま
す
．
、

こ
の
ほ
か
、
山
間
地
域
で
除
雪
で
き

な
い
路
線
の
機
械
圧
雪
、
除
雪
機
械

除
雪
費
で
学
校
が

建
て
ら
れ
る

　
害
め
　
達
し
タ

嚢
轍

籔
漢
勤
若
雛

で
豪
室
ま
ち
は
に
が

命
市
策
み
待
心
で
ト

使
　
対
て
　
の
す
一

ト
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
昨
年
の
経

杁
が
生
か
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

市
役
所
で
は
、
降
雪
前
の
十
二
月

日
に
雪
害
対
策
室
を
設
置
し
、
一

月
六
日
に
豪
雪
災
害
対
策
本
部
を
発

疋
さ
せ
る
な
ど
市
民
生
活
の
安
全
と

旭
路
交
通
の
確
保
な
ど
雪
害
対
策
を

ん
手
先
手
と
や
っ
た
の
が
効
を
奏
し

κ
感
じ
だ
。

……30年ぷりとも戦後2番目ともし’われ

”た今冬の豪雪は、人間の知恵と機械の

1コンビが自然にいどんだ歴史的な匿罰い

……ε鑓誌獅す翻驚灘

ii誕語賓る温藷騒憲窯難巽

……を脅かし・あまつさえ尊い人命をも奪

一った。

iiこの苦しみの中から・教訓を学びと

……代籠轟が今日を築き、明目の雪

…i国改造への道つけは私達に課せられた

○

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

○
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大
腿
四
頭
筋
等
拘
縮
症
検
診
を
実
施
し
ま
す

　
新
潟
県
衛
生
部
で
は
、
大
腿
四
頭
　
　
　
検
診
医
師

筋
等
拘
縮
症
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
　
　
　
田
島
教
授
ほ
か
（
新
大
医
学
部
整

の
で
、
ま
だ
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
　
　
形
外
科
教
室
）

な
い
者
で
、
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

三
月
＋
日
ま
で
に
市
役
所
保
健
課
窓
　
　
東
京
消
防
庁
吏
員
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
。
　
　
　
　
試
験
を
実
施

ロ
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
し

　
な
お
、
十
八
歳
以
上
の
方
及
び
交
　
　
　
東
京
消
防
庁
で
は
消
防
吏
員
の
臨

通
事
故
に
よ
る
骨
折
、
骨
随
炎
、
脳
　
　
時
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

性
麻
痺
、
先
天
性
股
関
節
脱
臼
な
ど
　
　
　
試
験
日
　
第
一
次
試
験
は
三
月
十

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
　
　
二
日
（
土
）

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
東
京
消
防
庁
人

　
受
診
希
望
者
は
母
子
健
康
手
帳
を
　
　
事
部
人
事
課
（
東
京
都
千
代
田
区
大

当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
手
町
一
丁
目
三
番
五
号
含
0
3
（
2

　
と
き
　
三
月
二
十
六
日
（
土
）
　
　
　
1
2
）
2
1
1
1
番
）
へ
お
問
い
あ

正
午
か
ら
午
後
三
時
半
ま
で
。
　
　
　
　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
新
潟
市
西
保
健
所

　
0
ー
旨
－
§
1
曇
ー
釜
i
釜
ー
爵
》
1
白
置
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
羅
鍬
議
覆
舘

濃
撫
艦
隔
』
鑑
翻
撒

壕
富
計
膿
鯖
謬
臨
題
傷
謹
刑

、
唖
懲
螺
撫
繍
瀦
湘

　
　
　
　
　
　
万
、
こ
し
。
と
睡
ノ
を
は
か
こ
リ
健
て
生
か
”

集
　
　
　
　
　
　
は
は
ち
て
す
こ
、
は
の
後
う
を
の
￥
く
常
、
「

　
　
　
　
　
　
ぜ
で
あ
で
ま
の
労
事
も
宅
で
着
活
に
な
日
て
’

　
　
　
　
　
　
か
勲
灘
ひ
篭
喰
る
蠕
水
謹
特
詳
繁

■過労、睡眠不足をさける。

■食事はバランスのとれた体のあたたま

　るセ）のをとるようにする。

■帰宅後は手洗いをしたり、うすい食塩

　水でうがいをしてください。

■肌着をこまめにとりかえる。

■生活のリズムをくずさないようにする。

　特に、健康は他人から与えられるもの

ではなくて、自分からつくりだすもので

す。日常生活のなかに体力づくりをとり

入れて、かぜの予防につとめましょう。

インフルエンサB型の症状は一

　せき、頭痛、腹痛、はきけ、下痢、発

熱があり、熱は38度～40度位になり、関

節の痛みなどもあります。

　冬は鼻、のど、気管の粘膜が冷たい乾燥

した空気に刺激されて炎症をおこし、細

菌やウィルスにおかされやすくなります。

‘ウ

　　歩け歩け

歩くことは、だ

れでも手軽にで

きる運動のひと

　つです。

　　みんなでか

　　らだをきた
イ｝えよう！

総丹『分懸欝救急、薩

6日（日）

13日（日）

20日（日）

21日（月）

27日（日）

山　ロ　医　院（袋町中）

　　魯2－2174番

池田医院（本田晒1）

　　曾2－2581番

富　田　医　院（神明町）

　　曾2－3269番

庭野医院（神明町）

　　曾2－2711番

中　条　病　院く北原）

　　魯7－3018番

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
　
　
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

離
乳
食

実
習
並
び
に

育
児
相
談

3
月
8
日

　
（
火
）

午
後
1
時

　
～
2
時

下
条
出
張
所

生
後
12
ヵ
月

ま
で
の
も
の

下
条
地
区

身
体
測
定
後

離
乳
食
の
実
習
を
し

ま
す

3
月
9
日

　
（
水
）

午
前
9
時

　
～
1
0
時

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

3
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

3
月
1
5
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
7
月
1
日

～
5
1
年
9
月
3
0

日
ま
で
に
生
ま

れ
た
も
の

十
日
町
、
川
治
、

六
箇
、
大
井
田
、

新
座
地
区

3
月
1
6
日

　
（
水
）

午
前
9
時

　
～
9
時
半

吉
田
出
張
所

生
後
1
2
ヵ
月

ま
で
の
も
の

吉
田
地
区

3
歳
児

検
　
　
診

3
月
n
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

48

年
9
月
生

ま
れ
の
も
の

全
　
地
　
区

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対
象

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い

4
ヵ
月
児

検
　
　
　
診

育
児
学
級

3
月
2
5
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

51

年
n
月
生

ま
れ
の
も
の

全
　
地
　
区

育
児
学
級

内
科
検
診

身
体
測
定 l

q
℃
q
ー
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借
上
料
な
ど
を
含
め
る
と
、
今
冬
の

除
雪
経
費
は
約
二
億
円
を
超
え
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鉄
筋
校
舎

が
建
つ
お
金
だ
よ
。

　
宿
命
と
は
い
え
、
雪
が
融
け
れ
ば

何
も
残
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
割
り
切

れ
ん
。

　
・
市
民
み
ん
な
が
、
豪
雪
の
苦
し

み
を
忘
れ
ず
に
、
手
を
た
ず
さ
え
雪

を
克
服
す
る
こ
と
が
大
切
だ
ー
。
雪

が
融
け
て
し
ま
う
と
、
雪
の
苦
し
み

を
忘
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

水
上
が
り
に
よ
る
被
害
続
出

　
流
雪
溝
や
道
路
側
溝
に
一
斉
に
雪

を
投
げ
込
ん
だ
た
め
、
川
の
流
れ
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
沢
川
や
田

川
、
川
治
川
な
ど
に
ユ
ン
ボ
や
ブ
ル

ド
；
ザ
が
数
回
出
動
し
排
雪
に
あ
た

っ
た
。
と
く
に
厳
寒
期
に
小
河
川
や

側
溝
に
雪
を
入
れ
て
放
っ
て
お
い
た

所
な
ど
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

水
上
り
騒
ぎ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
厳
寒
期
の
雪
の
投
げ
入
れ
に
は
、

細
心
の
注
意
が
必
要
。

　
・
豪
雪
時
に
各
町
内
か
ら
「
う
ち

の
町
内
の
除
雪
は
い
つ
に
な
る
の
か
」

「
す
ぐ
道
路
を
開
け
て
く
れ
」
な
ど

市
民
の
声
が
さ
っ
と
う
し
ま
し
た
。

除
雪
担
当
者
は
夜
も
ほ
と
ん
ど
寝
な

い
で
除
雪
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
豪
雪
時
に
は
人
間
や
機
械
、

経
費
に
は
そ
れ
ぞ
れ
限
度
が
あ
り
ま

す
か
ら
一
週
間
か
十
日
間
位
の
間
辛

抱
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
き
れ

い
に
除
雪
し
た
道
路
に
屋
根
の
雪
お

ろ
し
を
さ
れ
る
と
頭
に
き
ま
す
ね
。

無
雪
道
路
で
あ
り
な
が
ら
緊
急
用
の

自
動
車
も
通
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
よ
。

　
屋
根
雪
の
除
雪

　
豪
雪
の
割
に
は
、
民
家
の
倒
壊
が

少
な
か
っ
た
よ
う
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
経
験
も
あ
っ
た

た
め
、
七
～
十
回
も
根
気
よ
く
雪
お

ろ
し
を
し
た
た
め
で
し
ょ
う
、
し
か

し
、
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
が
多
か

っ
た
で
す
ね
。

　
ま
た
、
建
物
の
雪
ぴ
の
せ
り
出
し

に
よ
っ
て
、
歩
行
者
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
た
り
、
隣
家
へ
こ
れ
が
落
ち
て

被
害
が
出
た
所
も
数
件
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
屋
根
雪
の
自
然
落
下
方

式
の
も
の
で
、
隣
家
に
被
害
を
与
え

た
も
の
や
危
険
を
感
じ
た
も
の
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
自
然
落
下
式
の
も

の
は
、
最
高
に
雪
が
飛
ん
で
も
自
分

の
敷
地
に
と
ど
ま
る
よ
う
建
築
す
る

と
き
配
慮
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
な
だ
れ
が
ひ
ん
発

　
豪
雪
の
た
め
、
例
年
で
は
、
な
だ
れ

の
出
な
い
所
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
な
だ
れ
査
察
を
実
施
し
、

ま
た
、
山
間
地
に
お
い
て
も
、
部
落
、

保
安
要
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
や
雪
ぴ
落

し
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
や
り
ま
し
た
。

　
規
模
の
大
き
い
も
の
は
、
市
や
土

木
事
務
所
で
ハ
ッ
バ
や
ワ
イ
ヤ
i
作

戦
で
処
理
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

後
の
暖
気
で
ま
だ
ま
だ
気
を
許
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
な
だ
れ
危

険
カ
所
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

　
当
ら
な
か
っ
た
長
期
予
報

　
気
象
台
や
い
ろ
い
ろ
の
人
達
が
今

冬
は
平
年
雪
な
い
し
小
雪
で
あ
ろ
う

と
予
測
し
ま
し
た
が
豪
雪
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
雪
を
克

服
す
る
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
ば

ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　　市民とともに国、県へ訴え　　、
　春のやわらかい日ざしは、セ・つものように私達の心を和…

ませてはくれません。　　　　　　　　　　　　　　　…

　異常な豪雪と寒波に襲われた十日町市では、　こ雪の抜本≡

的な対策をぐというみなさんの切実な要求を市議会と市長…

が先達となって、国、県へ訴え、要求を実現するため、全…

力をあげています。特に市議会は、昭和51年1月豪雪を契…

機に、豪雪対策特別委員会が設置され、委員会提案で近隣…

特豪地帯市町村議会の協議会を設立（3月予定）し、共通する曇

豪雪対策に取り組むことになりました。　　　　　　　≡

　また、北信越市議会議長会の豪雪対策特別委員長（丸山≡

市議会議長〉として、北信越の豪雪寒冷地帯の都市と他地…

域の格差是正、及び豪雪対策の一層の強化をはかるため、…

政府、国会へ働きかけています。　　　　　　　　　　　…

　市では、市議会ともども国、県へ豪雪対策と異常豪雪に…

伴う自治体の財政援助を訴えています。　　　　　　　　…

　このほか、春日市長は、豪雪地帯対策審議会委員（内閣…

総理大臣の諮問に応じ、また、意見を述べる総理府の附属葦

機関で委員は内閣総理大臣が任命〉として、また、全国雪…

寒都市対策協議会副会長、新潟県特別豪雪地帯市町村協議…

会会長として、地域格差是正、特豪地帯の財政強化、特豪…

地帯における住民の税負担の軽減等、豪雪に対する抜本的…

対策を政府国会へ訴えるなど精力的に活躍しています。　…

豪雪に奮闘する市及び市議会　…
・市護会（豪雪対策特別委員会）　　　　　　　　　　　…

　12月21日、1月12日基礎集落圏防雪体制整備事業につい…

て出県。1月6日委員会開催。1月7日近隣市町村の国道…

の除雪状況調査。2月3日飯山線運行確保について。2月≡

g日大蔵省、国土庁、自治省へ陳情。2月9日52年再度異…

常豪雪に対する財政援助について、関係大臣、省庁、国会…

議員等に再陳情（丸山議長）。2月18日豪雪対策強化促進特…

別委員会県内委員市で県陳情。　　　　　　　　　　　　…

・北信越市議会議長会（豪雪対策強化促進特別委員会）　　≡

　1月11日～12日昭和52年1月異常豪雪による災害対策に…

関する陳情書を携え、関係大臣、省庁、国会議員等に陳情。≡

・市関係（春日市長は全力をあげて国、県へ豪雪対策を訴…

えた）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　12月21［1新潟県特別豪雪地帯市町村協議会長として、今…

冬の雪害対策、新年度予算に対する要望と陳情。12月27日全…

国雪寒対策協議会副会長として全国雪寒大会に出席、豪雪…

対策を訴えた。1月7日今冬の国県道の交通確保について…

県へ陳情。1月10日新潟県道路整備副会長として、新年度≡

の公共事業費の陳情と併せ冬期交通の確保について建設省…

へ陳情。1月17日全国雪寒都市対策協議会副会長として、…

雪害対策全般について建設省、国土庁、自治省、大蔵省、≡

文部省、農林省等に陳情。1月25日新潟県持別豪雪地帯市…

町村協議会長として、君知事に新年度予算に対する豪雪対…

策費の増額と当面する諸問題について陳情。1月27日建設…

省に十日町市の除雪機械の補助について陳情。2月7日道…

路ジャーナル紙主催の雪寒地域道路対策座談会に全国市長…

会代表として出席、豪雪地帯の除雪について肇表。2月9≡

日雪害政府調査団に対し、県特別豪雪地帯市町村協議会長…

として、また、1一日町市長として豪雪対策を陳情（長岡市≡

会場）。2月15日参議院雪害視察団に対し、県特別豪雪地帯…

市町村協議会長として、また、十日町市長として、豪雪対＝

策を陳情（小出町会場）。
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豪
雪
対
策
の
確
立
に
関
す
る
陳
情

…
北
信
越
市
議
会
議
長
会
、
豪
雪
対

策
強
化
促
進
特
別
委
員
会
（
委
員
長

丸
山
十
日
町
市
議
会
議
長
）

　
国
土
庁
関
係

・
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
改

正
・
雪
害
総
合
研
究
所
の
設
置
・
無

雪
地
帯
と
の
均
衡
の
と
れ
た
税
制
度

の
確
立
と
特
別
措
置
の
強
化
・
豪
雪

対
策
事
業
債
の
制
度
化
。

　
大
蔵
省
関
係

・
積
雪
寒
冷
地
帯
に
対
す
る
諸
税
の

優
遇
措
置
・
寒
冷
補
正
、
積
雪
補
正

の
改
善
強
化
・
豪
雪
地
帯
に
お
け
る

公
共
事
業
の
早
期
内
示
を
制
度
化
す

る
と
共
に
事
業
着
工
が
で
き
る
よ
う

　
昭
和
五
十
二
年
度
特
別
豪
雪
地
帯

振
興
対
策
に
つ
い
て
要
望
…
新
潟
県

特
別
豪
雪
地
帯
市
町
村
協
議
会
（
会

長
十
日
町
市
長
春
日
由
三
）

　
新
潟
県
は
全
国
の
四
分
の
一
を
超

え
る
特
別
豪
雪
地
帯
を
か
か
え
て
い

る
た
め
、
住
民
の
生
活
水
準
等
に
著

し
い
地
域
格
差
を
生
じ
、
こ
れ
が
是

正
の
た
め
道
路
交
通
の
確
保
、
産
業

の
振
興
、
文
教
施
設
の
整
備
、
へ
き

地
医
療
対
策
等
数
多
く
の
行
政
上
の

課
題
を
か
か
え
、
一
方
極
め
て
乏
し

い
財
政
状
態
の
中
で
、
そ
の
解
決
に

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
春

日
市
長
は
、
新
潟
県
特
別
豪
雪
地
帯

市
町
村
協
議
会
長
と
し
て
、
政
府
へ

関
係
法
令
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
。

　
文
部
省
関
係

・
公
立
学
校
施
設
の
整
備
・
屋
外
運

動
場
の
除
雪
に
対
す
る
予
算
措
置
．

遠
距
離
児
童
生
徒
の
通
学
費
補
助
基

準
の
改
訂
・
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
の
改
正
。

　
建
設
省
関
係

・
雪
寒
地
域
振
興
に
対
す
る
措
置
。

　
e
消
融
雪
施
設
及
び
除
雪
機
械
等

の
補
助
枠
の
拡
大
と
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。
口
除
雪
事
業
に
対
す

る
補
助
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。
日

豪
雪
地
帯
に
お
け
る
公
共
事
業
の
早

期
内
示
を
制
度
化
す
る
と
と
も
に
事

薦睡蕪繰麗雛

灘懸

つ
ぎ
の
事
項
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
・
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の

改
正
に
つ
い
て
（
国
土
庁
）

　
　
・
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
制
度

の
新
設
と
財
政
援
助
（
国
土
庁
）

　
　
・
特
別
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
住
民

の
税
負
担
の
軽
減
（
大
蔵
省
、
自
治

省
）

　
　
・
基
礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事

業
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
（
国
土
庁
、

　
　
　
　
　
●

大
蔵
省
）

　
　
・
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
促
進

　
（
国
土
庁
、
大
蔵
省
）

　
　
・
公
立
学
校
施
設
整
備
事
業
の
促

　
進
に
つ
い
て
（
文
部
省
）

業
着
工
が
で
き
る
よ
う
関
係
法
令
を

整
備
す
る
こ
と
。
四
除
雪
機
械
の
有

効
利
用
の
面
か
ら
、
市
町
村
道
の
舗

装
促
進
の
た
め
大
幅
な
予
算
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。
㈲
市
町
村
道
の
な
だ

れ
防
止
事
業
促
進
の
た
め
大
幅
な
予

算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
㈹
豪
雪
地

帯
対
策
特
別
措
置
法
第
十
四
条
の
時

限
期
間
を
延
長
も
し
く
は
削
除
す
る

こ
と
。

　
自
治
省
関
係

・
寒
冷
補
正
、
積
雪
補
正
の
改
善
強

化
・
豪
雪
対
策
事
業
債
の
制
度
化
．

基
幹
的
市
町
村
道
の
改
築
事
業
に
対

す
る
財
政
措
置
の
強
化
充
実
・
地
方

債
枠
の
配
分
の
拡
充
。

　
・
特
別
豪
雪
地
域
に
お
け
る
稲
作

生
産
安
定
向
上
対
策
事
業
の
新
設
に

つ
い
て
（
農
林
省
）

　
・
土
地
改
良
事
業
の
通
年
施
行
に

対
す
る
助
成
に
つ
い
て
（
農
林
省
）

　
・
冬
期
国
鉄
輸
送
力
の
確
保
に
つ

い
て
（
運
輸
省
）

　
・
冬
期
間
道
路
交
通
確
保
の
拡
充

強
化
に
つ
い
て
（
建
設
省
）

　
・
特
別
豪
雪
地
帯
の
財
政
強
化
に

つ
い
て
（
自
治
省
〉

　
県
知
事
に
対
す
る
要
望

　
・
冬
期
集
落
保
安
要
員
制
度
の
強

化
に
つ
い
て

　
・
冬
期
間
道
路
交
通
確
保
の
拡
充

強
化
に
つ
い
て

　　　雪の城壁が出現
　今冬の豪雪は戦後2番目ともいわれ、2月6日、

林業試験場十日町試験地で3㍍14㌢の積雪を記録し

ました。市民は屋根の雪おろしに追われ・おろした

雪は、路側へどんどん積み上げられていく一。

　2月7日は市内の目抜き通　　　　　　　　作
りしこ時ならぬ雪の城壁が出現　　　虜

しました。特にイチムラ百貨根
店㈱前につくられた城壁は、　　　　　　　　建

ほぼ垂直に積み上げられてお夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ
り、この作者は誰れかとのま　　　　　　　　ん

ちの声がしきりだった：。

ア
ー
ケ
ー
ド
よ
り
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
雪
壁

イ
チ
ム
ラ
百
貨
店
㈲
前
（
本
町
三
）
2
月
7
日
夜

0
1
い
n
毒
n
慧
旨
n
悪
＾
り

33

個
人
・
4
団
体
を
表
彰

　
市
で
は
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則

（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
そ
の

他
市
民
の
福
祉
増
進
に
功
労
の
あ
っ

た
者
及
び
市
民
の
模
範
と
な
る
べ
き

善
行
を
し
た
も
の
等
を
対
象
）
に
基

づ
き
候
補
者
を
選
考
し
て
き
ま
し
た

が
、
去
る
二
月
二
十
八
日
ほ
う
賞
審

査
会
に
は
か
り
、
つ
ぎ
の
三
十
三
個

人
、
四
団
体
を
決
定
。
き
た
る
三
月

三
十
一
日
に
市
役
所
で
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。

表
彰
者
名
簿
（
敬
称
略
）

　
▽
自
治
功
労
　
竹
内
真
・
山
本
豪

平
・
斉
藤
勝
利
・
岩
田
好
雄
・
高
橋

邦
治
・
酒
井
義
助
・
上
村
仁
平
・
上

村
義
房
　
▽
教
育
・
文
化
功
労
　
十

日
町
青
年
会
議
所
　
▽
産
業
功
労

高
田
義
太
良
　
▽
社
会
福
祉
功
労

池
田
福
栄
・
太
田
健
一
．
林
福
市
．

福
原
勝
三
郎
・
桑
原
正
治
・
徳
永
泰

三
　
▽
交
通
安
全
功
労
　
田
村
正
平

　
▽
防
災
功
労
　
遠
田
文
平
．
滝
沢

光
義
・
関
口
和
夫
・
南
雲
一
．
滝
沢

文
吉
・
近
藤
昭
一
・
関
口
利
吉
．
大

嶋
栄
一
・
佐
藤
十
吉
・
岩
田
幸
平
．

池
田
廣
重
・
高
木
友
二
二
口
同
橋
清
一

・
根
津
政
義
・
関
口
順
一
郎
．
東
部

自
衛
団
　
▽
統
計
功
労
　
池
田
一
雄

　
▽
寄
附
　
大
島
敬
策
・
十
日
町
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
水
国
織
物
㈱
。
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借
上
料
な
ど
を
含
め
る
と
、
今
冬
の

除
雪
経
費
は
約
二
億
円
を
超
え
る
見

込
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鉄
筋
校
舎

が
建
つ
お
金
だ
よ
。

　
宿
命
と
は
い
え
、
雪
が
融
け
れ
ば

何
も
残
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
割
り
切

れ
ん
。

　
・
市
民
み
ん
な
が
、
豪
雪
の
苦
し

み
を
忘
れ
ず
に
、
手
を
た
ず
さ
え
雪

を
克
服
す
る
こ
と
が
大
切
だ
ー
。
雪

が
融
け
て
し
ま
う
と
、
雪
の
苦
し
み

を
忘
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

水
上
が
り
に
よ
る
被
害
続
出

　
流
雪
溝
や
道
路
側
溝
に
一
斉
に
雪

を
投
げ
込
ん
だ
た
め
、
川
の
流
れ
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
沢
川
や
田

川
、
川
治
川
な
ど
に
ユ
ン
ボ
や
ブ
ル

ド
；
ザ
が
数
回
出
動
し
排
雪
に
あ
た

っ
た
。
と
く
に
厳
寒
期
に
小
河
川
や

側
溝
に
雪
を
入
れ
て
放
っ
て
お
い
た

所
な
ど
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

水
上
り
騒
ぎ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
厳
寒
期
の
雪
の
投
げ
入
れ
に
は
、

細
心
の
注
意
が
必
要
。

　
・
豪
雪
時
に
各
町
内
か
ら
「
う
ち

の
町
内
の
除
雪
は
い
つ
に
な
る
の
か
」

「
す
ぐ
道
路
を
開
け
て
く
れ
」
な
ど

市
民
の
声
が
さ
っ
と
う
し
ま
し
た
。

除
雪
担
当
者
は
夜
も
ほ
と
ん
ど
寝
な

い
で
除
雪
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
豪
雪
時
に
は
人
間
や
機
械
、

経
費
に
は
そ
れ
ぞ
れ
限
度
が
あ
り
ま

す
か
ら
一
週
間
か
十
日
間
位
の
間
辛

抱
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
き
れ

い
に
除
雪
し
た
道
路
に
屋
根
の
雪
お

ろ
し
を
さ
れ
る
と
頭
に
き
ま
す
ね
。

無
雪
道
路
で
あ
り
な
が
ら
緊
急
用
の

自
動
車
も
通
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
よ
。

　
屋
根
雪
の
除
雪

　
豪
雪
の
割
に
は
、
民
家
の
倒
壊
が

少
な
か
っ
た
よ
う
で
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
経
験
も
あ
っ
た

た
め
、
七
～
十
回
も
根
気
よ
く
雪
お

ろ
し
を
し
た
た
め
で
し
ょ
う
、
し
か

し
、
屋
根
か
ら
の
転
落
事
故
が
多
か

っ
た
で
す
ね
。

　
ま
た
、
建
物
の
雪
ぴ
の
せ
り
出
し

に
よ
っ
て
、
歩
行
者
が
危
険
に
さ
ら

さ
れ
た
り
、
隣
家
へ
こ
れ
が
落
ち
て

被
害
が
出
た
所
も
数
件
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
屋
根
雪
の
自
然
落
下
方

式
の
も
の
で
、
隣
家
に
被
害
を
与
え

た
も
の
や
危
険
を
感
じ
た
も
の
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
自
然
落
下
式
の
も

の
は
、
最
高
に
雪
が
飛
ん
で
も
自
分

の
敷
地
に
と
ど
ま
る
よ
う
建
築
す
る

と
き
配
慮
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
な
だ
れ
が
ひ
ん
発

　
豪
雪
の
た
め
、
例
年
で
は
、
な
だ
れ

の
出
な
い
所
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
な
だ
れ
査
察
を
実
施
し
、

ま
た
、
山
間
地
に
お
い
て
も
、
部
落
、

保
安
要
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
や
雪
ぴ
落

し
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
や
り
ま
し
た
。

　
規
模
の
大
き
い
も
の
は
、
市
や
土

木
事
務
所
で
ハ
ッ
バ
や
ワ
イ
ヤ
i
作

戦
で
処
理
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

後
の
暖
気
で
ま
だ
ま
だ
気
を
許
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
な
だ
れ
危

険
カ
所
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

　
当
ら
な
か
っ
た
長
期
予
報

　
気
象
台
や
い
ろ
い
ろ
の
人
達
が
今

冬
は
平
年
雪
な
い
し
小
雪
で
あ
ろ
う

と
予
測
し
ま
し
た
が
豪
雪
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
雪
を
克

服
す
る
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
ば

ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　　市民とともに国、県へ訴え　　、
　春のやわらかい日ざしは、セ・つものように私達の心を和…

ませてはくれません。　　　　　　　　　　　　　　　…

　異常な豪雪と寒波に襲われた十日町市では、　こ雪の抜本≡

的な対策をぐというみなさんの切実な要求を市議会と市長…

が先達となって、国、県へ訴え、要求を実現するため、全…

力をあげています。特に市議会は、昭和51年1月豪雪を契…

機に、豪雪対策特別委員会が設置され、委員会提案で近隣…

特豪地帯市町村議会の協議会を設立（3月予定）し、共通する曇

豪雪対策に取り組むことになりました。　　　　　　　≡

　また、北信越市議会議長会の豪雪対策特別委員長（丸山≡

市議会議長〉として、北信越の豪雪寒冷地帯の都市と他地…

域の格差是正、及び豪雪対策の一層の強化をはかるため、…

政府、国会へ働きかけています。　　　　　　　　　　　…

　市では、市議会ともども国、県へ豪雪対策と異常豪雪に…

伴う自治体の財政援助を訴えています。　　　　　　　　…

　このほか、春日市長は、豪雪地帯対策審議会委員（内閣…

総理大臣の諮問に応じ、また、意見を述べる総理府の附属葦

機関で委員は内閣総理大臣が任命〉として、また、全国雪…

寒都市対策協議会副会長、新潟県特別豪雪地帯市町村協議…

会会長として、地域格差是正、特豪地帯の財政強化、特豪…

地帯における住民の税負担の軽減等、豪雪に対する抜本的…

対策を政府国会へ訴えるなど精力的に活躍しています。　…

豪雪に奮闘する市及び市議会　…
・市護会（豪雪対策特別委員会）　　　　　　　　　　　…

　12月21日、1月12日基礎集落圏防雪体制整備事業につい…

て出県。1月6日委員会開催。1月7日近隣市町村の国道…

の除雪状況調査。2月3日飯山線運行確保について。2月≡

g日大蔵省、国土庁、自治省へ陳情。2月9日52年再度異…

常豪雪に対する財政援助について、関係大臣、省庁、国会…

議員等に再陳情（丸山議長）。2月18日豪雪対策強化促進特…

別委員会県内委員市で県陳情。　　　　　　　　　　　　…

・北信越市議会議長会（豪雪対策強化促進特別委員会）　　≡

　1月11日～12日昭和52年1月異常豪雪による災害対策に…

関する陳情書を携え、関係大臣、省庁、国会議員等に陳情。≡

・市関係（春日市長は全力をあげて国、県へ豪雪対策を訴…

えた）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　12月21［1新潟県特別豪雪地帯市町村協議会長として、今…

冬の雪害対策、新年度予算に対する要望と陳情。12月27日全…

国雪寒対策協議会副会長として全国雪寒大会に出席、豪雪…

対策を訴えた。1月7日今冬の国県道の交通確保について…

県へ陳情。1月10日新潟県道路整備副会長として、新年度≡

の公共事業費の陳情と併せ冬期交通の確保について建設省…

へ陳情。1月17日全国雪寒都市対策協議会副会長として、…

雪害対策全般について建設省、国土庁、自治省、大蔵省、≡

文部省、農林省等に陳情。1月25日新潟県持別豪雪地帯市…

町村協議会長として、君知事に新年度予算に対する豪雪対…

策費の増額と当面する諸問題について陳情。1月27日建設…

省に十日町市の除雪機械の補助について陳情。2月7日道…

路ジャーナル紙主催の雪寒地域道路対策座談会に全国市長…

会代表として出席、豪雪地帯の除雪について肇表。2月9≡

日雪害政府調査団に対し、県特別豪雪地帯市町村協議会長…

として、また、1一日町市長として豪雪対策を陳情（長岡市≡

会場）。2月15日参議院雪害視察団に対し、県特別豪雪地帯…

市町村協議会長として、また、十日町市長として、豪雪対＝

策を陳情（小出町会場）。
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豪
雪
対
策
の
確
立
に
関
す
る
陳
情

…
北
信
越
市
議
会
議
長
会
、
豪
雪
対

策
強
化
促
進
特
別
委
員
会
（
委
員
長

丸
山
十
日
町
市
議
会
議
長
）

　
国
土
庁
関
係

・
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
改

正
・
雪
害
総
合
研
究
所
の
設
置
・
無

雪
地
帯
と
の
均
衡
の
と
れ
た
税
制
度

の
確
立
と
特
別
措
置
の
強
化
・
豪
雪

対
策
事
業
債
の
制
度
化
。

　
大
蔵
省
関
係

・
積
雪
寒
冷
地
帯
に
対
す
る
諸
税
の

優
遇
措
置
・
寒
冷
補
正
、
積
雪
補
正

の
改
善
強
化
・
豪
雪
地
帯
に
お
け
る

公
共
事
業
の
早
期
内
示
を
制
度
化
す

る
と
共
に
事
業
着
工
が
で
き
る
よ
う

　
昭
和
五
十
二
年
度
特
別
豪
雪
地
帯

振
興
対
策
に
つ
い
て
要
望
…
新
潟
県

特
別
豪
雪
地
帯
市
町
村
協
議
会
（
会

長
十
日
町
市
長
春
日
由
三
）

　
新
潟
県
は
全
国
の
四
分
の
一
を
超

え
る
特
別
豪
雪
地
帯
を
か
か
え
て
い

る
た
め
、
住
民
の
生
活
水
準
等
に
著

し
い
地
域
格
差
を
生
じ
、
こ
れ
が
是

正
の
た
め
道
路
交
通
の
確
保
、
産
業

の
振
興
、
文
教
施
設
の
整
備
、
へ
き

地
医
療
対
策
等
数
多
く
の
行
政
上
の

課
題
を
か
か
え
、
一
方
極
め
て
乏
し

い
財
政
状
態
の
中
で
、
そ
の
解
決
に

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
春

日
市
長
は
、
新
潟
県
特
別
豪
雪
地
帯

市
町
村
協
議
会
長
と
し
て
、
政
府
へ

関
係
法
令
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
。

　
文
部
省
関
係

・
公
立
学
校
施
設
の
整
備
・
屋
外
運

動
場
の
除
雪
に
対
す
る
予
算
措
置
．

遠
距
離
児
童
生
徒
の
通
学
費
補
助
基

準
の
改
訂
・
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措

置
法
の
改
正
。

　
建
設
省
関
係

・
雪
寒
地
域
振
興
に
対
す
る
措
置
。

　
e
消
融
雪
施
設
及
び
除
雪
機
械
等

の
補
助
枠
の
拡
大
と
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。
口
除
雪
事
業
に
対
す

る
補
助
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。
日

豪
雪
地
帯
に
お
け
る
公
共
事
業
の
早

期
内
示
を
制
度
化
す
る
と
と
も
に
事

薦睡蕪繰麗雛

灘懸

つ
ぎ
の
事
項
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
・
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の

改
正
に
つ
い
て
（
国
土
庁
）

　
　
・
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
制
度

の
新
設
と
財
政
援
助
（
国
土
庁
）

　
　
・
特
別
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
住
民

の
税
負
担
の
軽
減
（
大
蔵
省
、
自
治

省
）

　
　
・
基
礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事

業
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
（
国
土
庁
、

　
　
　
　
　
●

大
蔵
省
）

　
　
・
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
促
進

　
（
国
土
庁
、
大
蔵
省
）

　
　
・
公
立
学
校
施
設
整
備
事
業
の
促

　
進
に
つ
い
て
（
文
部
省
）

業
着
工
が
で
き
る
よ
う
関
係
法
令
を

整
備
す
る
こ
と
。
四
除
雪
機
械
の
有

効
利
用
の
面
か
ら
、
市
町
村
道
の
舗

装
促
進
の
た
め
大
幅
な
予
算
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。
㈲
市
町
村
道
の
な
だ

れ
防
止
事
業
促
進
の
た
め
大
幅
な
予

算
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
㈹
豪
雪
地

帯
対
策
特
別
措
置
法
第
十
四
条
の
時

限
期
間
を
延
長
も
し
く
は
削
除
す
る

こ
と
。

　
自
治
省
関
係

・
寒
冷
補
正
、
積
雪
補
正
の
改
善
強

化
・
豪
雪
対
策
事
業
債
の
制
度
化
．

基
幹
的
市
町
村
道
の
改
築
事
業
に
対

す
る
財
政
措
置
の
強
化
充
実
・
地
方

債
枠
の
配
分
の
拡
充
。

　
・
特
別
豪
雪
地
域
に
お
け
る
稲
作

生
産
安
定
向
上
対
策
事
業
の
新
設
に

つ
い
て
（
農
林
省
）

　
・
土
地
改
良
事
業
の
通
年
施
行
に

対
す
る
助
成
に
つ
い
て
（
農
林
省
）

　
・
冬
期
国
鉄
輸
送
力
の
確
保
に
つ

い
て
（
運
輸
省
）

　
・
冬
期
間
道
路
交
通
確
保
の
拡
充

強
化
に
つ
い
て
（
建
設
省
）

　
・
特
別
豪
雪
地
帯
の
財
政
強
化
に

つ
い
て
（
自
治
省
〉

　
県
知
事
に
対
す
る
要
望

　
・
冬
期
集
落
保
安
要
員
制
度
の
強

化
に
つ
い
て

　
・
冬
期
間
道
路
交
通
確
保
の
拡
充

強
化
に
つ
い
て

　　　雪の城壁が出現
　今冬の豪雪は戦後2番目ともいわれ、2月6日、

林業試験場十日町試験地で3㍍14㌢の積雪を記録し

ました。市民は屋根の雪おろしに追われ・おろした

雪は、路側へどんどん積み上げられていく一。

　2月7日は市内の目抜き通　　　　　　　　作
りしこ時ならぬ雪の城壁が出現　　　虜

しました。特にイチムラ百貨根
店㈱前につくられた城壁は、　　　　　　　　建

ほぼ垂直に積み上げられてお夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ
り、この作者は誰れかとのま　　　　　　　　ん

ちの声がしきりだった：。

ア
ー
ケ
ー
ド
よ
り
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
雪
壁

イ
チ
ム
ラ
百
貨
店
㈲
前
（
本
町
三
）
2
月
7
日
夜

0
1
い
n
毒
n
慧
旨
n
悪
＾
り

33

個
人
・
4
団
体
を
表
彰

　
市
で
は
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則

（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
そ
の

他
市
民
の
福
祉
増
進
に
功
労
の
あ
っ

た
者
及
び
市
民
の
模
範
と
な
る
べ
き

善
行
を
し
た
も
の
等
を
対
象
）
に
基

づ
き
候
補
者
を
選
考
し
て
き
ま
し
た

が
、
去
る
二
月
二
十
八
日
ほ
う
賞
審

査
会
に
は
か
り
、
つ
ぎ
の
三
十
三
個

人
、
四
団
体
を
決
定
。
き
た
る
三
月

三
十
一
日
に
市
役
所
で
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。

表
彰
者
名
簿
（
敬
称
略
）

　
▽
自
治
功
労
　
竹
内
真
・
山
本
豪

平
・
斉
藤
勝
利
・
岩
田
好
雄
・
高
橋

邦
治
・
酒
井
義
助
・
上
村
仁
平
・
上

村
義
房
　
▽
教
育
・
文
化
功
労
　
十

日
町
青
年
会
議
所
　
▽
産
業
功
労

高
田
義
太
良
　
▽
社
会
福
祉
功
労

池
田
福
栄
・
太
田
健
一
．
林
福
市
．

福
原
勝
三
郎
・
桑
原
正
治
・
徳
永
泰

三
　
▽
交
通
安
全
功
労
　
田
村
正
平

　
▽
防
災
功
労
　
遠
田
文
平
．
滝
沢

光
義
・
関
口
和
夫
・
南
雲
一
．
滝
沢

文
吉
・
近
藤
昭
一
・
関
口
利
吉
．
大

嶋
栄
一
・
佐
藤
十
吉
・
岩
田
幸
平
．

池
田
廣
重
・
高
木
友
二
二
口
同
橋
清
一

・
根
津
政
義
・
関
口
順
一
郎
．
東
部

自
衛
団
　
▽
統
計
功
労
　
池
田
一
雄

　
▽
寄
附
　
大
島
敬
策
・
十
日
町
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
水
国
織
物
㈱
。
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異
動
届
け
を
お
忘
れ
な
く

　
三
、
四
月
は
、
入
学
、
就
職
、
転

勤
な
ど
で
、
住
所
が
変
わ
る
方
が
多

い
時
期
で
す
。

　
異
動
の
届
出
は
、
市
役
所
市
民
課

窓
口
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
正
し
い

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
◎
転
出
届

　
届
出
期
間
／
何
日
以
内
と
い
う
規

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
転
出
す
る
日

の
前
後
一
週
間
位
の
期
間
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
転
出
先
の

住
所
番
地
及
び
転
出
予
定
月
日
の
明

示
・
印
鑑
（
認
印
で
も
よ
い
）
・
手

数
料
（
一
通
五
十
円
）
・
印
鑑
登
録

証
（
印
鑑
登
録
し
て
い
る
人
の
み
）

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
み
）
。

　
そ
の
他
／
届
出
は
代
理
の
人
で
も

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に

は
転
出
先
の
住
所
番
地
を
必
ず
確
認

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
転
入
届

　
届
出
期
間
／
実
際
に
転
入
し
た
日

か
ら
十
四
日
以
内
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
転
出
証
明

書
・
印
鑑
（
認
印
で
も
よ
い
）
。

　
◎
転
居
届

　
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、

転
居
届
を
し
ま
す
。

　
届
出
期
間
／
実
際
に
転
居
し
た
日

か
ら
十
四
日
以
内
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
新
し
い
住

所
番
地
の
明
示
・
印
鑑
（
認
印
で
も

よ
い
）
・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
み
）
。

中
条
公
民
館
の
利
用

状
況

　
新
装
な
っ
た
中
条
地
区
公
民
館
は

昨
年
一
月
開
館
以
来
、
多
数
の
み
な

さ
ん
に
、
こ
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
利
用
状
況
は
、
七
百
七

十
件
、
一
万
七
千
八
百
四
人
。
そ
の

他
図
書
の
利
用
が
千
六
百
二
十
七
人

（
二
千
二
百
九
十
二
冊
）
あ
り
、
以
前

に
く
ら
べ
二
倍
近
い
利
用
で
し
た
。

　
な
か
で
も
浴
室
の
利
用
は
、
百
三

件
、
千
四
百
七
十
五
人
と
お
年
寄
り

を
は
じ
め
み
な
さ
ん
の
使
い
や
す
い

よ
う
に
と
の
心
使
い
が
、
学
習
会
や

む
つ
み
合
い
な
ど
に
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
公
民
館
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
学

習
の
場
で
あ
り
、
地
域
の
発
展
振
興

の
た
め
の
活
動
の
拠
点
で
す
。
ま
た
、

気
軽
な
集
会
の
場
で
も
あ
り
、
社
交

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
つ
く
り
出
さ
れ
た
余
暇
を
、
ど
う

ぞ
公
民
館
で
の
事
業
に
参
加
さ
れ
、

豊
か
な
人
間
関
係
や
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

釧
魂
燃
含
§
目
す
プ
ン

　
市
で
は
、
市
民
の
生
涯
教
育
の
場
、

地
域
民
の
集
い
の
場
と
し
て
の
地
区

公
民
館
の
施
設
整
備
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
昨
年
七
月
着
工
し
た

川
治
地
区
公
民
館
の
改
築
工
事
は
順

調
に
進
め
ら
れ
、
来
る
四
月
八
日
開

館
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
公

開
日
は
四
月
十
日
。

　　　　　　　市民総ぐるみ

春の全国交通安全運動

　　　4月6日～15日

◎地域あげての街頭指導

◎歩行者、自転車利用者、と

　くに子どもや老人の交通事

　故防止
◎夜間反射テープの活用推進

◎r考える交通安全」座談会の

　開催
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青年海外派遣等の

団員候補者を募集
享年に広く海外の実情を視察研修をしていただき、

畏的視野を広めるとともに、国際親善に寄与する

り、総理府主催で青年海外派遣、青年の船、東南

ノア青年の船の団員候補者をつぎのとおり募集し

f。応募希望者は、4月10日までに市社会福祉事

斤へおたずねください。

　
　
　
　
　
　
　
　
遣

講
犠
灘
蟹
鷲
燗
響
騨
磯
轟
罵
シ
欄
麟

の親善、交歓、日本文化の紹介、各地

などにより青年の国際的視野を広め、

堅青年の育成を目的とする。

欧班、アフリ力班、中近東班、オセア

班、中南米班の7班編成で9月下旬か

での1カ月間派遣。

近東班、アジァ第1班・アジァ第2班

米班の6班編成で9月下旬から10月中

間派遣。

在、20歳以上26歳未満の者を対象とし

旬頃約1週間（短期は5日間）の事前研

集人員はそれぞれ全国で70人。個人負

5千円、短期1万円。

にわたる研修及び規律ある団体生活を通

陳と国際的視野を広め、国際的協力の精

目的とする。

一ストラリア、ニュージーランド及びそ

隣接国。

　4月1日現在、20歳から26歳未満の者を

客船の「にっぽん丸」を使用し、53年1月

月上旬を予定。個人負担金は15万円位。

全国で約26人。

ア青年の船

ア諸国と日本の青年が船内で生活を共に

深める。

ンドネシア、マレイシア、フィリッピン、

ンガポール、タイ及ぴ日本

毛在、18歳以上30歳以下で独身者を対象と

井客船のrにっぼん丸」を使用し、本年9

11月下旬までの約60日間を予定。旅費、

事代等で個人負担があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　懸

　　　　　　　　　　　　　　　叢懸

　　　　　　　　　　　　　　義　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　舞　　　　　　　籔　　　　　　鑛　　　藤

鑛
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さあ、あなたもおいでください

新成人講座は4月12日（火）、青年学級は4月14日（木）から

始まります．さあ、あなたも十日町市公民館においでくだ

さい。あなたの青春を、あなたのものにするために。申し

込みは4月10日まで．電話（7－5011）でもけっこうです。

　
1
愛
と
結
婚
を
考
え
る
ー

＊
対
象
は
五
十
二
年
度
成
人
式

　
該
当
者
で
す
。

＊
定
員
は
六
十
名
で
す
。

＊
受
講
料
は
無
料
で
す
。

＊
申
し
込
み
と
同
時
に
本
人
宛

　
名
（
住
所
氏
名
）
を
上
書
き

　
し
た
ハ
ガ
キ
（
連
絡
用
）
三

枚
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
電

　
話
申
し
込
み
の
方
は
第
一
回

目
の
学
習
日
に
お
持
ち
下
さ

　
い
。

＊
第
一
回
目
の
学
習
は
四
月
十

　
二
日
（
火
）
夜
七
時
よ
り
、

十
日
町
市
公
民
館
（
学
校
町
）

　
で
行
い
ま
す
。
仲
間
を
さ
そ

　
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。

1 4月12日（火） 男と女その心にうごめくもの

2 19日（火） 妊娠と避妊
　　生殖の生理、避妊と中絶　その方法

　　と危険性3 26日（火〉

4 5月10日（火） 性病
　　その症状と治療、予防法

　　実態と不幸5 17日（火）

6 24日（火） 遺伝と結婚
7 31日（火） 性のモラ辺レ

　　人生にとって性とは？フリーセッ
　　クスの問題、結婚と性生活etc8 6月7日（火）

9 14日（火） 結婚と人生
※毎回映画上映。学習は専門講師により進めます・

新社会人 さあ出発だ、一人だちのためのパスポート

青　　春 青春の門（五木寛之）を読み、青春を語ろう

作法と交際 いざというときに恥をかかないために

余暇と旅行 余暇を楽しくさせる旅行上手のテクニック

郷　　土 妻有で生きるために妻有の生活をふりかえってみよう

演　　劇 自分をいかに表現していくか

焼　　物 趣味の一つくらいは持っていなけれぱ

イラストと
まんが研究

無限の夢が広がる二次元の世界を

料　　理 愛する人の健康管理はあなたの手で

　　演劇自分をいかに表現していくか　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

1焼　物趣味の一つくらいは持っていなけれぱ　　i

編糖無限の夢が広がる二次元の世界を　　i

l料　理愛する人耀康管理はあなたの手で　　　i
O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…i

　　　※学習は上記コース別に専門講師により進めます。ただし・4月　1
　　　　及び1～3月は全体学習で、仲間づくり、レク、映画、話し合いな1
　　　　ど行います。その他自治会活動として月2回体育や話し合い・i

　　　　希望のものを実施します・　　　　　　　　　　　　　　　…
川”1川ll“1””llllII”II川川”Ill”ll”川1”1”一1”””1””1川”1胴II川”Ill川Ill川llll””1”1”川1”1”1”1”i川””Ill””III”1”II川”ill川II闘”川1”Ill川1川llll”川川”ロ川”旧1”lll”川”””ll”■1川lm”””剛川II髄1川”1田

　
　
　
i
働
く
青
春
の
た
め
に
ー

＊
二
十
五
歳
ま
で
の
勤
労
青
年
な
ら

　
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

＊
四
月
か
ら
一
ヵ
年
で
、
毎
週
木
曜

　
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
行
い
ま
す
。

＊
各
コ
ー
ス
の
定
員
は
十
五
名
で
す
。

＊
受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
教
材

　
費
実
費
と
自
治
会
費
千
円
（
年
）

　
負
担
し
て
く
だ
さ
し

＊
申
し
込
み
と
同
時
に
本
人
宛
名
（
住

所
氏
名
）
を
上
書
き
し
た
ハ
ガ
キ

　
（
連
絡
用
）
を
十
二
枚
提
出
し
て

下
さ
い
。
電
話
申
し
込
み
の
方
は

　
開
級
式
に
お
持
ち
下
さ
い
。

＊
開
級
式
は
四
月
十
四
日
（
木
）
夜
七

　
時
よ
り
、
十
日
町
市
公
民
館
（
学

　
校
町
）
で
行
い
ま
す
。
仲
間
を
さ

　
そ
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。
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異
動
届
け
を
お
忘
れ
な
く

　
三
、
四
月
は
、
入
学
、
就
職
、
転

勤
な
ど
で
、
住
所
が
変
わ
る
方
が
多

い
時
期
で
す
。

　
異
動
の
届
出
は
、
市
役
所
市
民
課

窓
口
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
正
し
い

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
◎
転
出
届

　
届
出
期
間
／
何
日
以
内
と
い
う
規

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
転
出
す
る
日

の
前
後
一
週
間
位
の
期
間
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
転
出
先
の

住
所
番
地
及
び
転
出
予
定
月
日
の
明

示
・
印
鑑
（
認
印
で
も
よ
い
）
・
手

数
料
（
一
通
五
十
円
）
・
印
鑑
登
録

証
（
印
鑑
登
録
し
て
い
る
人
の
み
）

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
み
）
。

　
そ
の
他
／
届
出
は
代
理
の
人
で
も

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に

は
転
出
先
の
住
所
番
地
を
必
ず
確
認

し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
転
入
届

　
届
出
期
間
／
実
際
に
転
入
し
た
日

か
ら
十
四
日
以
内
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
転
出
証
明

書
・
印
鑑
（
認
印
で
も
よ
い
）
。

　
◎
転
居
届

　
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、

転
居
届
を
し
ま
す
。

　
届
出
期
間
／
実
際
に
転
居
し
た
日

か
ら
十
四
日
以
内
。

　
届
出
に
必
要
な
も
の
／
新
し
い
住

所
番
地
の
明
示
・
印
鑑
（
認
印
で
も

よ
い
）
・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
み
）
。

中
条
公
民
館
の
利
用

状
況

　
新
装
な
っ
た
中
条
地
区
公
民
館
は

昨
年
一
月
開
館
以
来
、
多
数
の
み
な

さ
ん
に
、
こ
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
利
用
状
況
は
、
七
百
七

十
件
、
一
万
七
千
八
百
四
人
。
そ
の

他
図
書
の
利
用
が
千
六
百
二
十
七
人

（
二
千
二
百
九
十
二
冊
）
あ
り
、
以
前

に
く
ら
べ
二
倍
近
い
利
用
で
し
た
。

　
な
か
で
も
浴
室
の
利
用
は
、
百
三

件
、
千
四
百
七
十
五
人
と
お
年
寄
り

を
は
じ
め
み
な
さ
ん
の
使
い
や
す
い

よ
う
に
と
の
心
使
い
が
、
学
習
会
や

む
つ
み
合
い
な
ど
に
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
公
民
館
は
地
域
の
み
な
さ
ん
の
学

習
の
場
で
あ
り
、
地
域
の
発
展
振
興

の
た
め
の
活
動
の
拠
点
で
す
。
ま
た
、

気
軽
な
集
会
の
場
で
も
あ
り
、
社
交

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
つ
く
り
出
さ
れ
た
余
暇
を
、
ど
う

ぞ
公
民
館
で
の
事
業
に
参
加
さ
れ
、

豊
か
な
人
間
関
係
や
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

釧
魂
燃
含
§
目
す
プ
ン

　
市
で
は
、
市
民
の
生
涯
教
育
の
場
、

地
域
民
の
集
い
の
場
と
し
て
の
地
区

公
民
館
の
施
設
整
備
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
昨
年
七
月
着
工
し
た

川
治
地
区
公
民
館
の
改
築
工
事
は
順

調
に
進
め
ら
れ
、
来
る
四
月
八
日
開

館
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
公

開
日
は
四
月
十
日
。

　　　　　　　市民総ぐるみ

春の全国交通安全運動

　　　4月6日～15日

◎地域あげての街頭指導

◎歩行者、自転車利用者、と

　くに子どもや老人の交通事

　故防止
◎夜間反射テープの活用推進

◎r考える交通安全」座談会の

　開催
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青年海外派遣等の

団員候補者を募集
享年に広く海外の実情を視察研修をしていただき、

畏的視野を広めるとともに、国際親善に寄与する

り、総理府主催で青年海外派遣、青年の船、東南

ノア青年の船の団員候補者をつぎのとおり募集し

f。応募希望者は、4月10日までに市社会福祉事

斤へおたずねください。

　
　
　
　
　
　
　
　
遣

講
犠
灘
蟹
鷲
燗
響
騨
磯
轟
罵
シ
欄
麟

の親善、交歓、日本文化の紹介、各地

などにより青年の国際的視野を広め、

堅青年の育成を目的とする。

欧班、アフリ力班、中近東班、オセア

班、中南米班の7班編成で9月下旬か

での1カ月間派遣。

近東班、アジァ第1班・アジァ第2班

米班の6班編成で9月下旬から10月中

間派遣。

在、20歳以上26歳未満の者を対象とし

旬頃約1週間（短期は5日間）の事前研

集人員はそれぞれ全国で70人。個人負

5千円、短期1万円。

にわたる研修及び規律ある団体生活を通

陳と国際的視野を広め、国際的協力の精

目的とする。

一ストラリア、ニュージーランド及びそ

隣接国。

　4月1日現在、20歳から26歳未満の者を

客船の「にっぽん丸」を使用し、53年1月

月上旬を予定。個人負担金は15万円位。

全国で約26人。

ア青年の船

ア諸国と日本の青年が船内で生活を共に

深める。

ンドネシア、マレイシア、フィリッピン、

ンガポール、タイ及ぴ日本

毛在、18歳以上30歳以下で独身者を対象と

井客船のrにっぼん丸」を使用し、本年9

11月下旬までの約60日間を予定。旅費、

事代等で個人負担があります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　懸

　　　　　　　　　　　　　　　叢懸

　　　　　　　　　　　　　　義　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　舞　　　　　　　籔　　　　　　鑛　　　藤
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さあ、あなたもおいでください

新成人講座は4月12日（火）、青年学級は4月14日（木）から

始まります．さあ、あなたも十日町市公民館においでくだ

さい。あなたの青春を、あなたのものにするために。申し

込みは4月10日まで．電話（7－5011）でもけっこうです。

　
1
愛
と
結
婚
を
考
え
る
ー

＊
対
象
は
五
十
二
年
度
成
人
式

　
該
当
者
で
す
。

＊
定
員
は
六
十
名
で
す
。

＊
受
講
料
は
無
料
で
す
。

＊
申
し
込
み
と
同
時
に
本
人
宛

　
名
（
住
所
氏
名
）
を
上
書
き

　
し
た
ハ
ガ
キ
（
連
絡
用
）
三

枚
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
電

　
話
申
し
込
み
の
方
は
第
一
回

目
の
学
習
日
に
お
持
ち
下
さ

　
い
。

＊
第
一
回
目
の
学
習
は
四
月
十

　
二
日
（
火
）
夜
七
時
よ
り
、

十
日
町
市
公
民
館
（
学
校
町
）

　
で
行
い
ま
す
。
仲
間
を
さ
そ

　
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。

1 4月12日（火） 男と女その心にうごめくもの

2 19日（火） 妊娠と避妊
　　生殖の生理、避妊と中絶　その方法

　　と危険性3 26日（火〉

4 5月10日（火） 性病
　　その症状と治療、予防法

　　実態と不幸5 17日（火）

6 24日（火） 遺伝と結婚
7 31日（火） 性のモラ辺レ

　　人生にとって性とは？フリーセッ
　　クスの問題、結婚と性生活etc8 6月7日（火）

9 14日（火） 結婚と人生
※毎回映画上映。学習は専門講師により進めます・

新社会人 さあ出発だ、一人だちのためのパスポート

青　　春 青春の門（五木寛之）を読み、青春を語ろう

作法と交際 いざというときに恥をかかないために

余暇と旅行 余暇を楽しくさせる旅行上手のテクニック

郷　　土 妻有で生きるために妻有の生活をふりかえってみよう

演　　劇 自分をいかに表現していくか

焼　　物 趣味の一つくらいは持っていなけれぱ

イラストと
まんが研究

無限の夢が広がる二次元の世界を

料　　理 愛する人の健康管理はあなたの手で

　　演劇自分をいかに表現していくか　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

1焼　物趣味の一つくらいは持っていなけれぱ　　i

編糖無限の夢が広がる二次元の世界を　　i

l料　理愛する人耀康管理はあなたの手で　　　i
O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…i

　　　※学習は上記コース別に専門講師により進めます。ただし・4月　1
　　　　及び1～3月は全体学習で、仲間づくり、レク、映画、話し合いな1
　　　　ど行います。その他自治会活動として月2回体育や話し合い・i

　　　　希望のものを実施します・　　　　　　　　　　　　　　　…
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i
働
く
青
春
の
た
め
に
ー

＊
二
十
五
歳
ま
で
の
勤
労
青
年
な
ら

　
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

＊
四
月
か
ら
一
ヵ
年
で
、
毎
週
木
曜

　
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
行
い
ま
す
。

＊
各
コ
ー
ス
の
定
員
は
十
五
名
で
す
。

＊
受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
教
材

　
費
実
費
と
自
治
会
費
千
円
（
年
）

　
負
担
し
て
く
だ
さ
し

＊
申
し
込
み
と
同
時
に
本
人
宛
名
（
住

所
氏
名
）
を
上
書
き
し
た
ハ
ガ
キ

　
（
連
絡
用
）
を
十
二
枚
提
出
し
て

下
さ
い
。
電
話
申
し
込
み
の
方
は

　
開
級
式
に
お
持
ち
下
さ
い
。

＊
開
級
式
は
四
月
十
四
日
（
木
）
夜
七

　
時
よ
り
、
十
日
町
市
公
民
館
（
学

　
校
町
）
で
行
い
ま
す
。
仲
間
を
さ

　
そ
っ
て
お
い
で
下
さ
い
。
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国
民
健
庫
保
険

保
険
証
が
「
桃
色
」
に

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
お
医
者

さ
ん
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
時
使
う

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
が
、
四
月

一
日
か
ら
「
桃
色
」
に
か
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
市
政
事
務
嘱

託
員
さ
ん
を
通
し
て
み
な
さ
ん
の
ご

家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
う
ぐ
い
す
色
」
の
古
い
保
険
証

は
新
し
い
保
険
証
と
引
き
替
え
に
必

ず
お
返
し
く
だ
さ
い
。
㊥
㊥
の
保
険

証
も
必
ず
嘱
託
員
さ
ん
に
お
返
し
く

だ
さ
い
。
　
（
㊥
㊨
の
更
新
は
市
役
所

市
民
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。
）

　
な
お
、
四
月
一
日
以
降
、
お
医
者

さ
ん
で
治
療
を
受
け
る
と
き
、
ま
た

は
引
き
続
い
て
治
療
を
受
け
て
い
る

と
き
も
、
必
ず
「
桃
色
」
の
新
し
い

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
み
ん
な
の
国
保
」
を
配
布

　
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
に
、
「
み

ん
な
の
国
保
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
お
届
け
し
ま
す
。
よ
く
読
ん
で

国
保
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
く
だ

さ
い
。

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

対
象
者

　
一
回
目
該
当
者
　
五
十
一
年
八
月

　
　
一
日
～
五
十
二
年
一
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

　
二
回
目
該
当
者
　
五
十
一
年
二
月

　
　
一
日
～
五
十
一
年
七
月
三
十
一

　
　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人

　
■
病
後
衰
弱
者
、
著
し
い
栄
養
障

害
者
■
ア
レ
ル
ギ
ー
け
い
れ
ん
性
体

質
の
人
■
下
痢
を
し
て
い
る
人
■
B

C
G
麻
シ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

一
ヵ
月
を
過
ぎ
な
い
人
■
本
人
及
び

家
族
が
は
し
か
に
か
か
っ
た
場
合
、

治
っ
て
一
ヵ
月
を
過
ぎ
な
い
人
。

注
意
事
項
（
絵
鵬
傳
甜
杯
曜
を
）

　
□
母
子
健
康
手
帳
と
印
か
ん
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
■
朝
と
昼
の

二
回
家
で
体
温
を
計
っ
て
く
だ
さ
い

■
体
の
具
合
が
悪
か
っ
た
ら
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■
問
診
票
は
会
場
で
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
■
保
護
者
が
必
ず
つ
き
そ

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

事
業
名

月
　
日

受
付
時
間

会
　
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
　
　
児

相
　
　
談

4
月
1
4
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

　
～
2
時
半

十
　
日
　
町

公
　
民
　
館

51
年
1
0
月
n
月

生
ま
れ
の
も
の

十
日
町
、
六
箇
、

川
治
、
大
井
田
、

新
座
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て
の
相
談

育
児
学
級

並
び
に
4
カ

月
児
検
診

4
月
15
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
1
時
半

51
年
1
2
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

4
月
2
6
日

　
（
火
）

午
後
1
時

　
～
2
時
半

48

年
10
月

生
ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対
象
。

個
人
通
知
が
な
く
と
も
該

当
月
の
方
は
お
い
で
く
だ

さ
い
Q

心の健康

灘ξ藤協
よりです。

　血圧や胃のモヤモヤなどは

日頃から気にする人が多いの

ですが、心のモヤモヤはどう

でしょうか。

　胃や心臓などが無理をする

と、病気をひさおこすように、

心のモヤモヤについても限度

があります。限度をこえて無

理をすると、心もやはり故障

をおこして病気になってしま

います。

　病気の時は、体の病気と同

じに治療が必要ですが、本格

的な病気になる前に、心のモ

ヤモヤの段階で、原因を取り

除くよう普段から気をつける

ことが、心の健康を保つこと

ですし、また体の健康を守る

ためにも大切なことです。

停
電
の
お
知
ら
せ

時
ま
で
　
四
日
町
新
田
第
一

日
町
新
田
第
四
▽
四
月
八
日
（
金
）

時
ま
で
　
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、 ・
第
二
・
第
三
の
一
部
、

▽
四
月
六
日
（
水
）

午
前
九
時
～
午
後
一

　
　
　
　
　
　
　
四

午
前
九
時
～
午
後
一

赤
倉
。

月
　
日

受
付
時
間

参
集
区
域

会
場

4
月
5
日

　
　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
2
時
半

十
日
町
、
中
条
、

川
治
地
区

勤
労
青
少

年
ホ
；
ム

4
月
6
日

　
　
（
水
）

六
箇
、
吉
田
、

下
条
、
新
座
、

大
井
田
、
水
沢

地
区

織聯琳琳瞬簿
大　島　医　院川原町）

　魯2－2957番
十日町病院偏田町3劇

　曾7－5566番
至誠堂医院（西浦刺

　曾2－3276番
池田医院体町西1）

　曾2－2581番
山　ロ　医　院（袋町刺

　曾2－2174番

3日（日）

10日（日）

17日（日）

24日（日）

29日（金）

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

4／25
　　□18号□
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昭
和
五
十
一
年
中
の
火
災
は
、
前

年
と
比
べ
る
と
発
生
件
数
、
焼
け
た

面
積
と
も
に
大
幅
に
減
り
ま
し
た
が
、

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
賄
年
末
に
急

激
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
地
域
で
も
、
昭
和
五
十
一

年
中
に
三
十
二
件
の
火
災
が
発
生
し

一
億
三
千
五
百
九
十
一
万
三
千
円
の

損
害
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
こ
れ
か
ら
春
先
は
空
気
も

乾
燥
し
て
い
る
た
め
、
さ
ら
に
火
災

は
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る
ポ
イ

ン
ト
を
提
案
し
ま
す
か
ら
、
必
ず
実

火事の原因
こんなところからも

行
し
て
、
ま
ず
、
あ
な
た
の
身
近
か

ら
焼
死
者
火
災
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

　
〈
ふ
だ
ん
の
備
え
〉

●
年
寄
り
や
病
人
、
幼
児
だ
け
を
残

し
て
外
出
し
な
い
。

●
二
つ
以
上
の
逃
げ
道
を
決
め
て
お

く
。●
消
火
器
を
備
え
、
消
火
訓
練
を
し

て
お
く
。

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

●
就
寝
時
に
は
必
ず
火
の
元
を
確
か

め
る
。

　
〈
と
っ
さ
の
行
動
〉

●
火
災
を
出
し
た
り
見
つ
け
た
ら
、

　
　
　
　
　
畠
　
観

マ
ッ
チ

メ
■
／

／
笛
㊤

曲／

　
・

》
へ
苗
￥

　
　
　
　
　
　
　
＼
畢

　　、多　　　ぞ’〆一◎

大
き
な
声
で
ま
わ
り
の
人
に
協
力
を

求
め
る
。

●
煙
の
中
で
は
、
低
い
姿
勢
で
避
難

す
る
。

●
い
っ
た
ん
逃
げ
た
ら
再
び
中
に
も

ど
ら
な
い
。

●
服
装
や
持
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
早

く
避
難
す
る
。

●
逃
げ
遅
れ
た
人
が
あ
る
時
は
、
近

く
の
消
防
隊
に
す
ぐ
知
ら
せ
る
。

　
山
火
事
に
ご
注
意

　
春
先
き
は
、
例
年
山
火
事
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
山
菜
取

り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等
山
に
入
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
つ
ぎ
の
こ
と

を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
た
き
火
の
後
始
末
を
完
全
に
す

る
こ
と
。
■
た
ば
こ
の
吸
殼
は
必
ず

消
す
こ
と
。
■
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー

の
使
用
は
、
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
に

は
努
め
て
さ
け
る
こ
と
。
■
紙
く
ず

等
燃
え
や
す
い
ご
み
類
は
、
所
定
の

場
所
に
捨
て
る
こ
と
。
■
野
焼
き
等

火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
と
る
こ
と
。

春
季
消
防
演
習
を
実
施

　
市
消
防
団
春
季
消
防
演
習
は
、
五

月
五
日
（
子
ど
も
の
日
）
午
前
八
時
半
か
ら

市
民
緑
化
教
室
を
開
催

　
魚
沼
地
灘
国
土
緑
化
推
進
委
員
会

で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
市
民
緑
化
教

室
を
開
催
L
ま
す
。

　
当
β
は
、
加
茂
農
林
高
校
片
山
芳

宣
先
生
に
よ
る
』
家
庭
緑
化
の
す
す

め
」
と
題
す
る
講
演
と
庭
木
の
麹
定

実
習
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
旧
記
念
苗
木
を
先
着
優

先
に
無
償
配
布
し
ま
す
の
で
、
多
数

お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
き
　
五
厚
七
日
（
土
）
午
前
十
時

～
午
後
三
時
ま
で
。

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

十
日
町
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
当
日
は
、
早
朝
か
ら
サ
イ

レ
ン
及
び
半
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
の
午
前
九
時
五
十
分

～
十
一
時
に
つ
い
て
は
、
市
中
行
進
、

放
水
訓
練
の
た
め
、
本
町
通
り
の
一

部
（
二
丁
目
角
屋
さ
ん
～
四
丁
目
小

嶋
そ
ば
屋
さ
ん
）
の
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
演
習
当
日
、
消
防
関

係
者
臥
分
団
の
表
彰
式
も
合
わ
せ
て

行
わ
れ
ま
す
。


